
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校地域連携事業協議会／伏古小学校 

 基本情報（H29） ✍ 

 １１名で構成 

 年７回のプログラムを実施予定 

 運営協議会を年２回開催 

４月：年間計画、予算報告、役割分担の確認 

 ２月：決算報告、活動報告、 

次年度の計画について検討 

 
 体 制 図 ✍ 

 

 

 

学校地域連携事業協議会 

代表者：学校長 

 

『走り方レベルアップセミナー』 

 運動会前の人気プログラム！ 

 講師は、専門学校北海道体育大学校陸上部の横谷氏 

 もも上げやミニハードルを使用した走りの基礎や、

スタート・ダッシュの仕方を学ぶ 

 より充実した内容となるよう、低学年と高学年 

を前半・後半に分けて実施 

 総経費 29,000円  

 ≪内訳≫  

 コーディネーター謝金（３名分） 9,000円  

 講師謝金 

(講師及び学生ボランティア２名分) 

20,000円  

 合計 29,000円  

 

体育振興タイプ 

・ＰＴＡ副会長 

地 域(５名) 

コーディネーター(２名) 

 

・学校評議員 

・青少年育成委員 

・ＰＴＡ会長 

・まちづくりセンター 

学 校(４名) 

・校長 ・教職員 

・教頭 

連 携 

既存の組織を活用し、サタデースクール

を実施。 

地域の方々からのたくさんのアイディア

をもとに年間プログラムを決めている。 

Point！ 



 

 

 コーディネーター 協議会メンバー 教職員 

１
か
月
前 

・講師への連絡 ・企画内容の確認 ・プログラム企画 

  ・講師への連絡 

   

３
週
間
前 

・講師と打ち合わせ  ・講師との打ち合わせ 

・児童への周知（案内配付）  ・プログラム詳細確認 

・ポスター校内掲示  ・案内配付 

前
日 

・アンケート作成、印刷  ・講師との打ち合わせ 

  ・講師代用意 

  ・参加取りまとめ 

  ・参加者名簿作成 

  ・会場設営 

当
日 

・受付 ・会長挨拶 ・司会進行 

・会場片付け  ・会場片付け 

   

実
施
後 

・アンケート集約  ・実施報告書送付 

・実施報告書作成   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

効果 

○ 平成 26年度から 3年連続で実施。 

○ 平成 28年度は、保護者 11名、児童 76名の参加があった。 

○ 9時から 12時に開催した。2部制で行い、前半は低学年、後半は高学年に分けて行った。 

○ 子どもたちからは、「いろんなことを知ってとてもためになった」「運動会で速く走れるよう

な気がします。また来年も参加したい」「もうすぐ本番なのでかけっこで 1位をとりたいです」

「去年も来ていましたが、いろんなことを忘れていたので今年参加できて良かった」「今日学

んだことは徒競走でもリレーでも役立つので頑張りたい」などの感想があった。 

○ 講師のレクチャーにより、子どもたちの走り方のフォームは、みるみる変化して、最後には綺

麗な走り方ができるようになっていった。 

～実施日当日までの流れ～ 

課題 

○ 講師料が増えてきて、運営が難しくなってきた。 

○ 運動会の前に開催したい内容であるが、4月初めは学校業務がたくさんあるため、準備等が大変

である。 

○ 上記の理由で、平成 29年度は走り方セミナーを開催しなかった。 


